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 培養皿上の筋肉（筋管）や心筋細胞に対して、生体を模倣する
電気刺激パターンを本装置により生成・負荷

 培養皿上での運動模倣（筋タイプ変換、応答遺伝子の探索）
 筋細胞、心筋細胞を生体に近い条件で培養し、薬剤スクリーニ

ングの実施 など
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細胞への電気刺激装置
定電流制御と着脱式炭素電極により

生体を模倣する刺激パターンを再現性よく生成

筋肉の収縮や心筋の拍動を培養皿上で模倣する装置として、電気刺激
装置がある。しかし従来の電気刺激装置は、刺激パターンが限定的で生体
の刺激を十分に模倣できておらず、実験間の再現性も乏しいという問題点が
あった。本電気刺激装置はこれらの問題点を克服している。本装置を用いる
ことで、生体の刺激パターンを高度に模倣可能で、実験ごとの再現性も極め
て高い。
■ 主な特徴 ■
• どのような電気パルスパターンも生成可能
• 厳密な定電流刺激による高い再現性
• 着脱式炭素電極による高い再現性
• 製造コストが安く、小型であるため、他の機器への組み込みも容易
• 他の解析装置との連携が可能
• 高いスループット性（多検体の処理にも対応可能）

応用例 

概要
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刺激電流値の比較（左：従来型装置、右：本装置）。各色の線が各 ウ
ェル（細胞）ごとの刺激電流値を示す。従来型では各ウェルごとに実行刺激電
流の値がばらついており、温度変化、時間変化による変動が生じているが、本装
置では、ウェル間、温度変化、時間変化に対して、極めて安定しており、高い再
現性が実現されていることが示された。

関連文献

電気刺激装置の外観

https://www.t-technoarch.co.jp/contact.html?anken=T21-196

	スライド 1: 東北大学技術紹介

